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天草市宮地岳みらい里山協議会×（同）Sora間の共創までのプロセス（事例➁）

年間の動き（タイムライン）

課題把握・
提案受付

•宮地岳みらい里山協議会（以下「協議会」）から事務局に、菜種油の販路拡大、売上向上に係
る課題を提出。 ・・・①課題（初案）の提出

•合同会社Sora（以下「Sora」）から事務局に、国産菜種の需要増、耕作放棄地対策、観光資
源の創出の観点からソリューションを提出。 ・・・②ソリューション（初案）の提出

提案内容の
共有

•事務局が協議会と打合せを実施し、地域の理想像と現状の隔たりの把握、課題間の優先順位
付け、要素分解を進める。 ・・・③要素分解後の課題・解決策等

•協議会にて商品開発やブランディング等を一貫支援するSoraとのマッチングを希望。事務局から
Soraに、意向及び提案可否を確認

個別マッチン
グの実施

•事務局、天草市・協議会、合同会社Soraの三者間打合せを実施し、ボトルデザイン、容器の刷
新に向けて、取組事項等の論点を整理。 ・・・⑤マッチングの実施

マッチング
イベント

•協議会がイベントに出席し、地域課題を幅広に発表。Sora含む多数の企業とのマッチングを試みる。
•イベントに参加したSoraが菜種油のボトル（現物）を確認し、販路拡大のためにボトルデザインと
容器の刷新を提案。協議会がこれに同意し、関係者を交えた個別マッチングの約束を交わす（初
回マッチングに先立ち、Soraから地元の製油業社の参画意向も確認）。

・・・④課題に対応したソリューション

マッチング後
の伴走

•Soraとの連携に向け、協議会が内部決裁を進める。
•事務局から官民双方に、予算、デザイン更改～商品開発のスケジュール感共有を助言。

・・・⑥事業化に向けた調整

•協議会、Soraの二者打合せにて、ラベルデザイン、販売サイズ見直しを検討。年度内にデザインを
更改。

○生産者の高齢化に伴い生産量が不安定化している菜種油において、地域内の製油業者との連携体制を構築し、作業負担の多い搾油業務のアウト
ソーシング、販路の安定に資する一括買取に向けた協議を進行させるとともに、販路拡大に向けて商品デザインを更改。

○参画企業は、アウトソーシングと一括買取を可能にする体制の構築、商品開発、マーケティング、販売価格等の調整を担う。
○参画企業においては、広告業でのネットワークを活用した新規事業に参入する機会を得た。

共創に向けた情報の整理

①課題（初案）
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担い手不足
による知見不足

販売・消費量の
小規模化

事務局にて、課題の深堀り、解決策の明確化（地域の理想像と現状の隔た
りの把握、課題間の優先順位付け、要素分解）を支援し、課題を明確化

・域内消費から域外消費への転換
につながる販路拡大を支援（負担
の大きな搾油作業において、地元の
製油業者との連携可能性を追求）

・販路拡大に資する商品デザインの
見直し、付加価値を創出する販売
戦略の企画を一貫支援

・耕作放棄地を含む田畑での、国
産なたね栽培の促進（収穫したな
たねを一括買取する購買者の確保。
開花時期の菜の花を使った観光イ
ベントの企画）。

・規格外農作物の商品化、販路拡
大の支援

明確化された地域課題（ ③ ）を、
事務局経由で把握し、提案内容を
具体化

予算、スケジュール感の共有、
官民の役割分担等

背景・現状（概要）
農作業従事者の高齢化に伴い離農者の増加、耕作放棄地の増加の懸念が顕在化。地域の
自然を生かして菜種油を生産するものの、販売先が道の駅に限られており、販売金額が伸びない。

実現したい理想像（10年後）
地域の豊かな自然を生かし特性ある作物を生産販売し、地域を活性化させるとともに、特産品
を目的として訪れる人を増やし、若者の定着を図る。
課題１ 販売先が限られている。
課題２ 大きいサイズが売れない。
課題３ 気候等で収穫量が変動するため販売しにくい。

④課題に対応したソリューション
③要素分解後の課題・解決策等

②ソリューション（初案）

⑥事業化に向けた調整⑤マッチングの実施
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第3部 事例➁ 「地域産品の販路拡大に向けたマーケティング支援」 （1/2）

・熊本県天草市内のうち旧本渡市に位置する町
・町内の自然を活かした農作物の生産が盛んであり、米、菜種油、そばなどを特産品としている
・町内の高年齢化率が50％を超えており、農業分野の担い手不足を始め、地域活動等におい
ても人口減少の影響を受けているものの、令和6年度より宮地岳みらい里山協議会を設立し、
農地保全、生活支援等に取り組む
・同協議会を中心として生産、販売を行う菜種油等について、地域内消費に留まっており、販
路拡大や販売手法の見直しを行いたい意向があるが、独力では限界があることから、協働可能
な事業者との連携を望んでいる

② 共創に向けたソリューションの概要
・菜種油の域内消費から域外消費への転換に向けた販路拡大や負担の大きな搾油作業にお
いて、連携可能性のある製油業を行う事業者の紹介を実施
・また、販路拡大にあたって商品デザインの見直しや付加価値を創出するマーケティングディレク
ションを支援

④ 官民共創における連携体制の構築イメージ

⑥ 今後の連携の流れ

・協議会の商品について、付加価値創出に向けたデザイン更改等のマーケティング支援を行うと
ともに、更改後商品の販売先を取次ぐことで出口を意識した一気通貫の支援体制を構築

⑤ 官民共創・マッチング実現のポイント

③ 課題の提示において事業者が求めていた点
・連携を実施した提案事業者は、商品の販路拡大において、販売先の紹介からマーケティング
支援、商品開発に至るまで一貫した支援が可能な事業者であった
・そのため、共創時においては、どの領域まで支援を求めているかなどの支援内容や販売先を紹
介するにあたっての条件整理を明確化する必要があった
・上記に対して協議会は、支援事項の整理や販売先の求める情報開示に積極的であったこと
から、スムーズな共創が実現した

① 市町村の概要と課題

天草市宮地岳みらい里山協議会×（同）Sora

・今回の共創事例については、協議会と提案事業
者が主体者となるが、両者の協議において市町村
担当者が適時同席することで、双方の主張の整
理を実施
・立場が異なる共創のため、連携を進めるにあたっ
ての手法やスケジュール管理の点で認識を合わせ
る必要があったが、市町村担当者が両者を取り持
つことで迅速な対応が可能となった

町

協議会
Sora 販売先

➁要望等の取次

➀マーケティング支援

マーケティング見直しに係る体制

➂購入条件の提示

➃協議会商品の紹介

R7.1Q～ R7.2Q～ R7.3Q～ R8.1Q～

・菜種油商品デザイ
ンの更改

・商品販売における
ディレクション支援

・販売先との売買にお
ける条件調整

・支援品目の拡大
（大豆等）

分野/テーマ：「農業」 / 商品展開の一貫支援
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